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口
内
炎
は
、
口
腔
粘
膜
、
歯
肉
、
舌
面
に
廃
燗
や
潰
瘍
を
形

成
す
る
疾
患
で
、
原
発
性
と
症
候
性
が
あ
り
、
原
発
性
口
内
炎

に
は
、
カ
タ
ル
性
口
内
炎
、
潰
瘍
性
口
内
炎
、
壊
疽
性
口
内
炎
、

ア
フ
タ
性
口
内
炎
な
ど
が
あ
る
。
十
六
世
紀
の
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス

は
、
加
熱
し
た
水
銀
な
ど
を
用
い
る
作
業
を
し
て
い
る
と
歯
痛

が
お
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉱
毒

に
よ
っ
て
お
こ
る
未
毒
性
口
内
炎
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
十
八
世
紀
の
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
は
、
「
歯
科
外
科
医
」

の
中
で
、
自
か
ら
処
方
し
た
水
薬
で
、
歯
肉
や
口
唇
内
側
に
生

じ
た
口
内
炎
や
潰
瘍
を
一
日
四
～
五
回
擦
り
込
め
ば
治
癒
し
、

ま
た
口
臭
を
も
軽
減
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
『
歯
科
外
科
医
」

の
中
で
、
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
は
う
蝕
に
つ
い
て
は
多
く
の
ペ
ー
ジ

を
さ
き
、
砂
糖
入
り
の
食
物
は
歯
の
崩
壊
に
関
与
し
て
い
る
こ
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日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
医
の
博
物
館

と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
口
内
炎
に
つ
い
て
の
記
載
は
少
い
の

が
特
徴
的
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
伝
統
医
学
に
お
い
て
、
口
内
炎
に
あ
た
る
も
の

は
、
口
瘡
で
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
部
位
に
よ
り
、
舌
瘡
、

口
舌
瘡
の
用
語
が
あ
る
。
口
瘡
は
、
現
代
中
医
学
に
お
い
て
、

口
瘡
、
口
了
瘡
、
口
廃
、
口
措
、
鵺
口
瘡
な
ど
に
分
類
さ
れ
、

一
般
的
に
は
脾
胄
の
熱
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

口
瘡
に
つ
い
て
最
初
に
記
載
さ
れ
た
書
物
は
『
内
経
素
問
」
で
、

そ
の
気
交
変
大
論
に
、
「
上
辰
星
に
応
じ
丹
穀
成
ら
ず
。
民
病
め

ば
口
瘡
た
り
て
、
甚
だ
し
け
れ
ば
す
な
わ
ち
心
痛
む
」
、
五
常
政

大
論
篇
に
、
「
少
陽
司
天
な
れ
ば
、
下
記
下
臨
し
、
肺
気
は
上
に

従
い
、
白
起
こ
り
金
用
き
、
草
木
に
告
あ
り
て
、
火
見
れ
て

塔
燗
し
、
革
金
ま
さ
に
耗
人
と
し
て
、
大
暑
以
て
行
り
、
咳
・

瞳
・
軌
・
岨
・
鼻
室
・
口
瘍
、
寒
熱
・
肺
腫
あ
り
。
風
は
地
に

行
り
て
、
塵
沙
飛
揚
し
、
心
痛
み
、
胄
皖
痛
み
、
厭
逆
し
、
扇

し
て
通
ぜ
ず
。
そ
の
主
は
暴
速
な
り
。
」
と
述
べ
、
五
運
の
気
の

変
化
に
よ
る
自
然
災
害
か
ら
、
口
瘡
が
出
現
す
る
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
「
金
置
要
略
」
の
百
合
狐
惑
陰
陽
毒
病
脈
証
井
治
第
三

に
、
「
狐
惑
の
病
た
る
状
傷
寒
の
如
く
黙
黙
と
し
て
眠
ら
ん
と
欲
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し
、
目
閉
づ
る
を
得
ず
。
臥
起
安
か
ら
ず
。
喉
を
蝕
す
る
こ
と

を
惑
と
な
し
、
陰
を
蝕
す
る
を
狐
と
為
す
。
飲
食
を
欲
せ
ず
、

食
臭
を
間
く
を
悪
み
、
そ
の
面
目
乍
ち
赤
く
乍
ち
黒
く
乍
ち
白

し
。
上
部
を
蝕
す
れ
ば
声
喝
す
。
甘
草
潟
心
湯
之
を
主
る
・
」
と

述
べ
、
熱
毒
が
上
下
を
障
害
す
る
こ
と
に
よ
り
、
口
瘡
が
発
生

す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
『
医
宗
金
鑑
」
に
は
、
「
狐
惑
と
は

牙
楕
下
宿
等
の
瘡
の
古
名
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
口
瘡
の
病

因
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
諸
病
源
候

論
」
唇
口
病
諸
候
で
、
「
手
の
少
陰
は
、
心
之
経
也
、
心
気
は
舌

に
通
ず
。
足
の
太
陰
は
脾
之
経
也
、
脾
気
口
に
通
ず
。
臓
肺
熱

盛
で
、
熱
心
脾
に
乗
じ
、
気
口
舌
に
衡
り
て
、
故
に
口
舌
に
瘡

を
生
ぜ
し
む
也
・
」
と
、
心
脾
の
熱
が
口
瘡
の
原
因
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
ｃ
こ
の
こ
と
は
、
心
脾
の
熱
が
原
因
と
い
う
こ

と
は
、
上
焦
の
み
な
ら
ず
中
焦
に
も
原
因
が
あ
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
『
聖
済
総
録
』
口
歯
門
に
お
い
て
は
、
熱
が
原
因
に
お

い
て
の
み
な
ら
ず
、
中
焦
の
寒
冷
で
も
発
症
す
る
こ
と
を
述
べ
、

『
済
生
方
」
口
歯
門
で
は
、
口
瘡
の
主
因
は
内
因
で
、
外
因
の
風

熱
は
あ
く
ま
で
誘
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
元
代
の

「
丹
渓
心
法
」
で
は
、
中
焦
土
虚
で
発
症
す
る
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
明
代
の
詳
已
は
、
一
口
歯
類
要
」
口
瘡
の
中
で
、
「
口
瘡
は
、

上
焦
の
実
熱
、
中
焦
の
虚
寒
、
下
焦
の
陰
火
、
各
経
伝
変
し
て

致
す
所
を
ま
さ
に
分
別
し
て
之
を
治
す
べ
し
。
」
と
、
口
瘡
の
病

因
を
上
焦
、
中
焦
、
下
焦
に
分
類
し
て
、
そ
の
治
法
を
記
し
て

い
る
。
中
国
伝
統
医
学
に
お
い
て
、
そ
の
病
因
は
時
代
が
下
る

に
つ
れ
、
上
焦
か
ら
中
焦
、
下
焦
へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
国
伝
統
医
学
は
、
口
瘡
の
原
因
を
内
因
と
す
る
概
念
が
強

く
、
一
方
、
西
洋
医
学
は
口
内
炎
の
原
因
を
近
世
に
入
り
、
へ

ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
外
因
に
求
め
る
傾
向
が
強
い
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
、
口
内
炎
の
病
因
に
つ
い
て
、
西
洋

医
学
と
中
国
伝
統
医
学
と
の
比
較
対
照
を
行
い
、
考
察
を
行
っ

た
。


